
 

 

様式第２号 

 

 

 

資力に係る申出書（貸主用） 

 

 武雄市長 小 松 政 様 

 

 私   佐 賀 次 郎  が所有する物件は、令和元年８月の前線に伴う大雨のため、

住家が半壊（一部損壊）しております。 

 住家を修理する資力が下記の理由のとおり不足するため、借主が応急修理を申し込むこ

とに同意します。 

 

記 

 

※世帯の収入の状況、資力が不足する理由を具体的にご記入ください。 

世帯主 事業収入    ○○万円／月 

妻  給与収入    ○○万円／月 

  

 例１ これまで不動産事業収入（○○万円／月）あったが、入居者のほとんどが転出（転居） 

等でいなくなり、収入が減少（０万円／月）している。 

 

例２ 不動産事業収入以外には、収入がほとんどありません。 

 

例３ アパート建設費用のローンの支払い（毎月○○万円）がまだ〇〇年も残っている。 

 

例４ アパート１階部分（○○世帯分）の内装工事など、多額の修理費用がかかり、 

    多額の借金がある。 

 

 

 

 

 

令和〇〇年〇〇月〇〇日 

 

申出者   被害を受けた住宅の所在地 

    武雄市〇〇町大字〇〇××番地×     

    

現住所                   

 

氏名   佐 賀 次 郎     印   

 （自署による場合は押印省略可） 

被害を受けた住宅の所在地と異なる場合は記入ください。 

記入例 


